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自
然
科
学
的
な

知
見
の

意

義
を

認
め

つ

つ
、

自
然
科
学
だ
け
で

は

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ

テ

ィ

が

欠
け
て

い

る
。

そ

し

て
、

ベ

リ

ー

は

先
住
民
の

自
然

と

密
接
に

関
わ
っ

た

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ

テ

ィ

を

評
価
す

る
。

し
か

し
、

ベ

リ

ー
の

立

場
は

先
住
民
の

宗
教
と

は

異
な

り、

イ

ア

ン
・

バ

ー

バ

ー

が

述

べ

て

い

る

よ

う
に

、

自
然
科
学
的
宇
宙
論

を

物
語
と
し

て

受

け

入
れ
つ

つ
、

キ
リ
ス

ト

教
の

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ

テ

ィ

を

融
合
さ

せ

る

道
で

あ
る

。

そ
れ

ゆ
え、

興
味
深
い

こ

と

に

先
の

→
『
Φ

ご
鼠
く

段
器
ω

8
峺
に

は、

宇

宙
の

歴
史
に

続
い

て
、

人
類
の

歴
史
が

旧
石
器

時
代
か

ら

現
代
ま
で

連
綿

と

綴
ら
れ、

古
代
文
明
の

意
義
や

ア

ジ
ア

の

諸
宗
教
の

意
義
も
強

調
さ

れ

る

が
、

歴

史
的
出
来
事
と

し
て

の

キ

リ

ス

ト

は

姿
を
消
す

。

　
ベ

リ
ー

は

ア
メ

リ

カ

ン
・

ド
リ
ー

ム

が

約
束
し
た
「

素
晴
ら
し
い

国
」

は
、

ベ

リ
ー

自
身
の

野
原
の

原

初
的

経
験
の

場
所
で

あ
る

よ

う
な

ア

メ

リ

カ

の

自
然
環

境
を

「

浪
費
さ

れ
た

廃
棄
物
に

満
ち
た
国
」

に

変
え
た、

と

厳
し

く
批
判
す
る

。

高
速
道
路

、

工

場、

灰

色
の

煙、

廃
棄
物
の

山、

こ

れ
ら

は
「

臭
い

（

く
さ

い

ご

と
、

否
定
的
に

評
価
す
る

。

こ

の

「

臭
い
」

と
い

う
感
覚
的

・

身
体
的
評
価
は

極
め

て

重

要
で

あ
る
と

思

わ
れ

る
。

精

神
と

身
体
を
分

離
し、

精
神
・

理

性
を
重

視
す
る

立
場
か

ら

す
れ

ば
、

感

覚
的
あ
る
い

は

感
性
的
と

も

見
な

さ

れ
る
「

臭
い
」

と

い

う

文
明
へ

の

批

評
は

意
味
を
な
さ

な
い

か

も

し

れ

な

い

が、

人

間
と

自
然
と
の

繋
が

り
の

回
復
を

目
指
す
次

世
代
エ

コ

文
明
に

お

い

て

は

感
覚
的
・

身

体
的
評
価

、

判
断
は

極
め
て

重
要
な

指
針
を

示

し

て

い

る
。

正

義
と

配
慮
　
　
近

代
カ

ト

リ
ッ

ク

世
界
に

お

け

る

　
　
「

倫
理
」

的
活
動
の

展

開

1
寺

　
戸
　
淳
　
子

　

本

発
表
で

は、

近

代
フ

ラ

ン

ス
・

カ

ト

リ
ッ

ク

教
会

世
界
に

お

け
る

倫

理
的

活
動
の

展

開
例
と

し

て

ル

ル

ド
の

巡
礼
世
界
を

と

り
あ
げ、

そ
こ

に

み

ら

れ
る

変
化
の

意
義
を

説
明
し

た

後、

近
代
カ

ト

リ
ッ

ク

世
界
と

い

う、

よ

り

広
い

文
脈
に

お

け

る

倫
理
的
活
動
の

展
開
と

の

関
係
を
考
察
す

る

た
め、

こ

の

事

例
の

特
徴
を

比
較
の

軸
と

し

て
、

教
皇
庁
の

社
会
教
説

の

現
時

点
で

の

総
括
と

し
て

二

〇
〇
四

年
に

「

教
皇

庁
正

義
と

平
和
評
議

会
」

が

出
し

た

『

教
会
の

社
会

教
説
綱
要
』

の

内
容
を

検
討
す

る
。

　

地
縁
的
・

職

能
的
結
合
関

係
が

解
体
さ
れ

た

革
命
後
の

フ

ラ

ン

ス

で

は
、

貧

困
層
の

出
現
と

い

う
形
で

社
会

問
題
が

発
生
し
た

。

人

権
に

基
づ

く
公
的
扶

助
や

連
帯
主
義
に

よ

る

解
決
を
目

指
す
共
和
派
に

対
し
、

フ

ラ

ン

ス
・

カ

ト

リ
ッ

ク

世
界
で

は
、

労
働

組
合
運
動
を
中
心
と
す
る

男

性
に

よ

る

「

社
会
的
カ

ト

リ
シ

ズ

ム
」

と、

女

性
が

行
う
「

伝
統
的
慈
善
」

に

よ

る

対
処
が

試
み

ら

れ

た
。

そ

の

よ
う
な
動
き

を
背
景
に
一

八

七

〇
年
代

に

始
ま
っ

た

ル

ル

ド

巡
礼
で

は
、

上
流
階
級
の

男
女
が

主
導
す
る

、

貧
し

い

病
気
の

労
働
者
を
巡

礼
に

伴
う
こ

と

で

社
会
的
結
合
関
係
の

回
復
（

貧

困
層
の

社
会
統
合
）

と

そ
れ

に

基
づ

く

社
会
正

義
の

実
現
を

め
ざ

し
た

「

傷
病
者
巡
礼
」

が
生
ま

れ、

傷
病
者
巡
礼
を

支
援
す

る

奉
仕

者
団
体
が

組
織
さ

れ

た
。

こ

の

傷
病
者
巡
礼
を
実
践
す
る

過
程
で

、

上
流

階
級
の

男

女
が
巡

礼
の

現
場
に

持
ち
込
ん

だ

社
会
的
カ

ト

リ
シ

ズ

ム

の

討
議
的
性

格
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と

慈
善
の

党
派
的

性
格
が

弱
ま
り

、

「

社
会
正

義
」

や

、

共

同
体

倫
理
」

を

問
う
こ

と

な

く
目
の

前
の

見
ず

知
ら
ず
の

「

他
者
へ

の

配
慮
」

を

優
先

す
る

こ

と

が
正

し

い

態
度
と

し
て

奨
励
さ

れ
る
よ

う
に

な

っ

た
。

　
こ

の

展
開
を

「

男
性
の

倫
理

的
活

動
の

変
化
」

と

捉
え

た

と

き
、

「

公

共
空
間
に

お

け

る

主

体
間
の

討
議
に

よ

っ

て

公
正
な

社
会
正

義
の

確
立
を

目
指
す

社
会
的
カ

ト

リ
シ

ズ
ム
」

か

ら

「

私
的
で

社
会
調
整
能
力
を

も
た

な

い

慈
善
」

へ

の

退

行
と

見
な
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る

が、

そ

の

よ

う
な

観
点
と

こ

の

変
化
の

意

義
を

理

解
す
る

の

に
、

キ

ャ

ロ

ル
・

ギ
リ

ガ
ン

『

も

う
｝

つ

の

声
』

（

｝

九
八

六

年）

が

参
考
に

な
る

。

ギ

リ
ガ

ン

は
、

道

徳
理

論
の

世
界
に

は

「

公
的
人
格
（
理

性
・

認
識

・

自

律
・

独
立
・

自

我
の

主
権
）

」

と

「

私
的

個
人
（
自
然
・

感
情
・

養
育
・

絆
・

他
者
に

対

す
る

関
係
ご

と

い

う
二

分
が

あ
り
、

前
者
は

「

正

義
と

権
利
」

を

重

視

す
る

倫
理

的
態

度
と、

後
者
は

「

配
慮
と

責
任
」

を
重

視
す
る
倫
理

的
態

度
と

結
び
つ

け

ら
れ

て

き
た

と
い

う
。

彼
女

は、

「

男
性
」

と

い

う

特
殊

な

主

体
の

経
験
を

普
遍
化
し

た

結
果

、

「

家
庭
外
」

で

の

活
動
を

担
う

公

的
人
格
（
正
義
と

権
利
を

重
視
す
る

倫
理

的
態
度）

の

み

が

道
徳
的

成
熟

と

し
て

評
価
さ

れ、

そ

の

陰
で

「

家
庭
」

を

舞
台
と

す
る

「

女
性
的
経

験
」

は

私
化
さ

れ、

配
慮
と

責
任
を
重

視
す

る

倫
埋
的
態

度
は

道
徳
的
・

認
知

的
に

未
熟
な
段
階
と

み

な
さ

れ
る

こ

と

に

な

っ

た
と

主

張
す

る
。

こ

の

議

論
に

沿
え

ば、

ル

ル

ド

で

男
性
参
加
者
に

起
き
た
変
化
は

、

正

義
と

権
利
を
重

視
す

る

倫
理

的
態
度
か

ら
、

配
慮
と

責
任
を
車
視
す
る

倫
理
的

態
度
へ

の

変
化
と

考
え

ら

れ
る

。

　
社
会

領
域
に

お

け
る

キ
リ
ス

ト

者
の

活
動
を

支
え

る

倫
理

的
指

針
と

共

通
善
の

た

め

の

対
話
の

指
針
と
す
べ

く
、

教
皇
ヨ

ハ

ネ
・

パ

ウ
ロ

ニ

世
の

依
頼
に

よ

っ

て

過

去
の

社
会
教
説
を

ま
と

め
た

『

教
会
の

社

会
教

説

綱

要
』

に

は
、

ギ
リ

ガ

ン

の

議
論
を

思
い

起
こ

さ
せ

る

特
徴
が

認
め
ら

れ

る
。

そ

こ

に

は、

今
ま

で

社
会
教
説
に

含
ま

れ

て

こ

な

か
っ

た

「

家
庭
」

に

つ

い

て

の

章
が

設
け

ら
れ、

そ

れ
が

不
適

切
と

感
じ

ら

れ

る

こ

と

が

「

翻

訳
者
前
書
き
」

で

ほ

の

め

か

さ

れ

て

い

る
。

『

綱
要
』

の

全

体
を

通

し、

家
庭
と

愛、

愛
と

責
任
が

結
び
つ

け

ら
れ、

正

義
に

勝
る

も
の

と

し

て

語
ら

れ
て

い

る
。

愛
の

政
治
的
・

社
会
的
特
質
と

「

家

庭
の

尺
度
に

即

し

た

社
会
」

の

構
築
が

説
か

れ、

−

社
会
や
国
家
に

対
す
る

家
庭
の

優
先
」

は
、

「

家
庭
の

視
点
」

を

人

間
理

解
に

必
要

不
可
欠
な

，

文
化
的、

政

治

的
視
点
と

し
て

位
置
づ

け
る
」

こ

と

を
意

味
す
る

と

い

わ
れ

る
。

こ

れ

ら

の

記
述
は
、

ヨ

ハ

ネ
・

パ

ウ
ロ

ニ

世
の

反
動

的
・

家
族
主

義
と

見
な

さ

れ

る

可

能
性
が

高
い

が
、

ル

ル

ド
の

巡
礼

世
界
に

見
ら

れ
た
変
化
と

ギ
リ

ガ

ン

の

議

論
を
参

照
す
る

こ

と

で
、

「

倫
理
」

に

関
す
る

新
た

な
提

言
と

し

て

の
一

面
が
、

見
え
て

く
る

も
の

と
考
え
ら
れ
る

。
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